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流体動圧発生、蓄積

目的 (オブジェクﾄ)

液残留、量
（高レベル処理）

マスロールにより開発、実現された､
ロール機構、構造（機能性ロールパッド
構造他）*、システム構成と、流体差圧
作用

 

作用、特性､効果：

ロールパッド特性に由来する優れた
形態追随、弾性変形復元性

品質、
安定性
（高品位生産）

差圧作用、持続性他ロール機能、

能力と、ロール作用部特性（耐磨耗、

耐損傷等の耐久特性、弾性特性他）の

相互作用、相乗効果

均一な湿潤度を保ち、
優れた均質処理性を示す

耐久性
（高効率生産）

中～低線圧条件にて
有効作用
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板厚が形状追随性を超える場合（例：4mmを
超える場合）、表面凹凸材の処理など

及び
c
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超極細繊維複合材による
“緻密な”組織、毛細管構造

超極細繊維（繊維束形態）

弾性体架橋構造

e
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エッジ部

体積変換作用効果

在来の方法による場合

“粗い”組織  （作用構成要素部粗度）

例：在来法による代表的残留水準

 

飽和

液流出

バンク
生成 変形能力は限られており、

実際上、体積変換作用が
効果的に機能し得る余地は
極めて少ない

ギャップ

通常在来の繊維、圧縮状態では、
硬く、柔軟性は低い

。

△     針状物による疵等に対しては、
比較的良好。

×  面状物による凹み、
陥没等に対しては、
極めて劣る。永久変形
残留しやすい
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e' 特性      (硬さ、低柔軟性)に加え、
大加圧力   　　　 が必要なことによって、
回復不能な変形　　　        

損耗、裂傷

.

を、極めて生起しやすい

d'

a b c d

閉塞作用（優れた
反復閉じ込め性）

b
板厚によっては、エッジ端面の
残留は有り得るものの、在来の
他の方法、通常の程度等に比較
した場合、一般に、明らかな優位
を示す

                         素材本来の優れた耐磨耗性

（EXワイパーマスロール資料参照）に加え、
小加圧力          と特性    により、マスロールは
スムーズ且つ軽微な磨耗傾向を示す
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マスロールの

マスロール固有のマイクロファイバー
コンポジット材*、ファイバーキャピラリー
作用

 

特性、効果による

事実上、面積（幅）、量共に
少なくない、リボン状の
エッジドリップ発生に
帰結する

ギャップ、目視可

例： マスロールによる代表的処理水準 

０～極微小残留

真空作用液排出

ロールパッド飽和制御、
吸収性維持
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Flarge
小加圧力          と
により、極めて優れた
変形からの弾性回復性を示す

Micro-fiber

Elastomer Composite in action

≈0

* マスロールによってのみ（ロール分野）製品化

* 日、米、欧他、主要12ヶ国、特許成立
   （JP No. 4484168 他）、出願済

ロール作用部素材特性（耐久性）と、

ロール機能、能力（中～低線圧運用）

の相互作用、相乗効果

● ≈0（自然蒸発作用併存）～0.2g/m2於水系処理

●  0.3～0.5g/m2於オイル系処理

MASROLL

Fluid-dynamically A
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d

● ≈3～5g/m2於水系処理


